
水素エネルギーシステム Vo1.36，No.2 (2011) 見聞録

見聞録
国高E孟云主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主圃

iFC EXPO 2011J見聞録

鈴木譲

株式会社鈴木商館豊田事業所

干470・0334 愛知県豊田市花本町井前 129-2

今回で7回目となるFCEXPOが2011年3月2日か

ら3月4日まで、東京ビ、ツグサイトで開催されました。今

回も例年どおり水素エネルギー協会は共催という形で

FC EXPOの開催を支援いたしました。今回は併設同時

開催展が昨年より更に増え、 7展示会同時開催となりま

した。同時開催されたのは以下の展示会で、()内に今

回が何回目の開催となるかを示してあります。

PVEXPO (4回目)

PVシステムEXPO(2回目)

三次電池展 (2回目)

量産 ・試作技術展 (2回目)

エコハウス&エコビノレディングEXPO (1回目)

スマートグリッドEXPO (1回目)

写真1.FC EXP02011入場口よりの会場風景

今回はFCEXPOだけで見ると出展企業は昨年より更に

少なかったと思います。しかし、出展企業の何社かの方

に会場ブースでお話しを伺いましたところ、会場に入場

しFCEXPOに来てくださる方は増えているとの事でし

た。更に、来場者の目的意識がはっきりしており、質問

等も単なる調査で無い目的を持った質問が多いとの声を

聞きました。今回同時開催の 7展示会をリードエグジ

ピションジャパンで、は新エネルギーWeek2011として

おります。その合計入場者数は3日間で 90，011人と公

式発表されています。同時開催展示会数も昨年の5展示

から 7展示と増えておりますので、一概に単純比較は出

来ませんが、昨年の展示会総入場者数を 1万人も上回る

盛況ぶりで、あった事は疑う余地がありません。

今回も外国の出展パビ、リオンはアメリカ、カナダ、台

湾、ドイツ、フィンランド、フランスと多数ありました。

また、中国企業からの出展もありました。中国企業は水

素化物加水分解による水素発生装置付PEM発電装置な

どを展示し、大勢のスタッフが説明にあたっている姿が

印象に残りました。

日本語、英語での質問にも答えられるスタッフが親切に

対応していました。写真 2のものはアウトプットが

AC110/220V または DC12Vで400W/h

の製品だそうです。

写真2.中国JSPowerのJS400W

フィンランドパピリオンのバルチラ ・コーポレーショ

ンは船舶用燃料電池などを手がけている旨のプレゼンを

行っていました。

昨年同様今回もテレビコマーシャルでも頻繁に流され

すっかり国民のほとんどに浸透した家庭用燃料電池シス

テム「エネファーム」が大々的に展示されており多くの

人が展示ブースに集まっていました。

2015年が近付くにつれ燃料電池自動車への関心もま
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すます高まりを見せているようです。水素・燃料電池実

証プロジェクト (JHFC)の展示ブースには多くのメー

カーの燃料電池車が展示され多くの見学者を集めていま

した。燃料電池車の構造、内部が分かるように左半分を

カットした車両の前には大勢の人が集まっていました。

写真3.JX日鉱日石エネルギー(株)ブースの

エネファーム展示

写真4.JHFCブースの燃料雷也車カッ トモデノレ

園内メーカーのブースでは燃料電池用の部材であると

か、 EVやHV用の機能部材を開発製作し展示している

ところもありました。燃料電池用には、金属セバレータ

であるとか、 EVや HV用には，駆動用パワー半導体

IGBT(Insulated Gate Bipolar Transistor)用のセラミッ

クヒートシンクなどがありました。燃料電池本体と言う

よりも、目立たないが必要不可欠な苦防オ専業メーカーを

目指すような企業が出てくると言う事は燃料電池ビジネ

スも本物に一歩近づいた感があります。

もう一つのFCEXPO恒例の呼びものとして講演、セ

ミナーなどがあります。今回は 3/2に基調講演として 3

講演があり、3/3には新エネルギーWeek特別基調講演と

して内閣官房、和泉洋人氏の講演がありまた。専門断~T

セミナーは10コース30ものセミナーが実施され感況で

した。
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写真5.(株)アテクトブースに展示の

IGBT用セラミックヒートシンク

今回も水素エネルギー協会は出展ブースをFCEXPO 

会場の JHFCブース前と言う人の集まる女引立置に確保

していただきました。展示物は運営紙織説明パネル、出

版物紹介、協会説明パンフレットの配涌などと例年と変

わりはないのですが、今回は2010・2011年度版の新しい

水素エネルギー協会パンフレットをご興味を持たれた

方々に配布致しました。パンフレットの内容はエネルギ

ー・環境問題と水素技術開発の歴史、協会の歴史、設立

趣意から幅広い活動分野への取り組みや活動実績の紹介

がされており会員 ・組織も明示してあり大変に分かりや

すいものとなっております。今回JHFC前と言う場所の

利もありましょうが、協会ノミンフレットを持ち帰られた

方は非常にたくさんいらっしゃいました。今後水素エネ

ルギー協会はますます、その機能、役割が重要なものと

なる事と思います。

写真6.水素エネルギー協会ブース

今回のFCEXPO開催から遅れる事1週間2011年3

月 11日に東日本大震災が発生致しました。多くの方々

が常波、地震で尊い命を亡くされました事は大変に悲し

い事であります。亡くなられた方および遺族の方々には

心よりお悔やみを申し上げます。
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